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補
正
予
算

規　

約

報　

告

条　

例

契　

約

そ
の
他

一 般 会 計

国民健康保険

介 護 保 険

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林費

土木費

消防費

教育費

議員研修事業

庁内OA化運営推進事業ほか

社会福祉管理事業ほか

一般廃棄物収集運搬事業

生産基盤整備事業、町有林整備事業

公園維持管理事業ほか

鷹栖町消防団事業

小学校備品整備事業ほか

2526万3000円

10万7000円

108万円

233万4000円

74万4000円

474万円

748万9000円

55万2000円

821万7000円

73万5000円

1177万5000円

58億8400万円 59億926万3000円

9億8222万5000円

7億8197万5000円

9億8296万円

7億9375万円

補　正　額 補正前の額 補正後の額

内　
　
　

訳

第２回定例会
平成28年６月14日～ 15日

　第２回定例会は、６月14日
から２日間の会期をもって開
催しました。
　６名の議員が一般質問を行
い、町長の考えをただしまし
た（３～８ページ）。
　議事は、報告、条例改正及
び一般会計・国民健康保険特
別会計及び介護保険特別会計
の補正予算などを審議し、原
案のとおり可決し、会期どお
り閉会しました。

【２】

　

平
成
28
年
度
の
予
算
が
増
額

さ
れ
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
休
日
議
会
開
催
に
関
す
る
調

査
に
要
す
る
旅
費
を
追
加

●
保
育
料
算
定
シ
ス
テ
ム
の
改

修
費
用
を
追
加

●
保
育
園
用
の
図
書
購
入
費
を

追
加

●
雪
で
損
傷
し
た
サ
ン
ホ
ー
ル

は
ぴ
ね
す
車
庫
の
屋
根
改
修
費

用
を
追
加

●
ご
み
収
集
車
修
繕
費
を
追
加

●
経
営
体
育
成
支
援
事
業
補
助

金
を
追
加

●
町
有
林
整
備
委
託
料
を
増
額

●
パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
の
あ
ず
ま

や
設
置
費
用
を
追
加

●
新
入
消
防
団
員
６
名
分
の
貸

与
被
服
購
入
費
用
を
追
加

●
北
野
小
学
校
体
育
館
ス
テ
ー

ジ
幕
更
新
費
用
を
追
加

●
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
幼
児
用
歩

く
ス
キ
ー
等
配
備
費
用
を
追
加

■
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

■
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更

■
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更

　

加
入
す
る
団
体
の
解
散
・
脱

退
に
伴
い
、
組
織
か
ら
そ
の
団

体
を
削
除
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
27
年
度
土
地
開
発
公
社

事
業
及
び
収
支
決
算
並
び
に
平

成
28
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

■
自
動
車
事
故
に
よ
る
和
解
及

び
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
係
る

専
決
処
分

　

右
記
の
２
件
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

■
平
成
27
年
度
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書

　

平
成
27
年
度
予
算
の
う
ち
、

次
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業

（
15
件
総
額
２
億
７
百
９
万
３

千
円
）
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

■
鷹
栖
町
修
学
資
金
貸
付
条
例

の
全
部
改
正

　

収
入
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
厚

労
省
の
貸
付
制
度
と
の
重
複
部

分
を
整
理
し
ま
し
た
。

■
鷹
栖
町
私
債
権
の
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

遅
延
損
害
金
を
徴
収
す
る
こ

と
と
す
る
も
の
で
す
。

■
鷹
栖
町
税
条
例
等
の
一
部
改

正■
鷹
栖
町
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
改
正

■
鷹
栖
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
条
例
等
の
一
部
改
正

　

右
記
の
３
件
は
地
方
税
法
等

の
改
正
に
伴
う
、
関
係
条
文
の

改
正
で
す
。

■
鷹
栖
町
就
学
前
子
ど
も
の
教

育
・
保
育
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の
改

正
に
伴
い
、
保
育
料
を
改
定
し
、

多
子
・
ひ
と
り
親
世
帯
の
負
担

軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

■
鷹
栖
町
公
共
下
水
道
設
置
条

例
の
一
部
改
正

　

計
画
排
水
区
域
面
積
及
び
計

画
人
口
を
変
更
し
ま
す
。

■
大
型
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
購
入

　

【
金
額
】
４
１
９
０
万
４
千
円

　

【
相
手
方
】
北
海
道
川
崎
建
機

㈱
旭
川
支
店

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　
　

清
水　

和
子 

さ
ん

　
　
　
（
15
線
16
号
）

　
　

中
嶋　

富
雄 

さ
ん

　
　
　
（
北
野
東
５
条
１
丁
目
）

　
　

伊
藤　

理
子 

さ
ん

　
　
　
（
南
１
条
６
丁
目
）



一 般 質 問

北野小学校

鷹栖小学校

日下議員は、
「一問一答方式」で
質問しています。

日
下　

義
朗
議
員

【３】

答弁

少
子
化
に
対
応
す
る
学
校
環
境
の
構
築
が
必
要
で
は

良
好
な
学
校
規
模
・
配
置
に
つ
い
て
考
え
ま
す（
教
育
長
）

質 問

　
　

栖
町
は
過
疎
地
域
自
立

　
　

促
進
市
町
村
計
画
の
中

で
、
今
後
の
町
人
口
の
動
向

と
児
童
生
徒
数
の
推
移
を
考

慮
し
、
良
好
な
教
育
環
境
を

確
保
し
た
い
と
示
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
、
報
告
さ
れ
た

「
鷹
栖
町
推
計
幼
児
・
児
童

数
」
の
資
料
か
ら
は
、
児
童

数
だ
け
で
な
く
学
級
数
の
減

少
傾
向
も
見
て
と
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
学
校
環
境
の
変
化

に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
、
ど
う
対
応
し
て
い

く
の
か
基
本
的
な
考
え
方
を

伺
い
た
い
。

　

答
弁　

児
童
・
生
徒
の
減

少
は
避
け
ら
れ
な
い
問
題
と

し
て
受
け
止
め
、
小
規
模
校

の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
教

育
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

質
問　　

文
科
省
は
、
少
子

化
を
受
け
て
「
ク
ラ
ス
替
え

が
で
き
る
規
模
で
、
１
学
年

が
２
〜
３
学
級
、
１
校
あ
た

り
12
学
級
以
上
、
18
学
級
未

満
が
標
準
」
等
、「
２
つ
の

指
針
」
を
示
し
、
各
教
育
委

員
会
に
適
正
な
教
育
環
境
や

学
校
環
境
を
検
討
す
る
こ
と

を
求
め
た
。

　

適
正
な
学
校
規
模
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　

答
弁　

平
成
33
年
以
降
の

児
童
数
に
つ
い
て
不
確
定
で

す
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
の
学
校
規
模
で

存
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

質
問　　

適
正
な
学
校
規
模

維
持
の
た
め
の
学
校
配
置
の

条
件
と
し
て
、
文
科
省
は
通

学
距
離
と
通
学
時
間
を
示
し

た
。
適
正
な
学
校
規
模
維
持

に
は
、
通
学
距
離
と
通
学
時

間
の
関
わ
り
か
ら
、
鷹
栖
小

か
北
野
小
の
ど
ち
ら
か
へ
、

ま
た
は
鷹
栖
中
の
校
地
で
の

統
合
が
考
え
ら
れ
る
が
、
次

世
代
を
見
据
え
た
展
望
と
具

体
策
を
伺
い
た
い
。

　

答
弁　

学
校
統
合
に
つ
い

て
は
、
あ
ま
り
考
え
た
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、「
住
み
た
い

町
、
鷹
栖
町
」「
教
育
を
受

け
た
い
町
、
鷹
栖
町
」
と
い

う
形
で
、
鷹
栖
町
に
人
が

入
っ
て
き
て
い
た
だ
く
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

鷹

「一括質疑方式」… 質疑事項を全て述べて、答弁を求める方法。
 制限時間はなし。
「一問一答方式」… 質疑事項を一つずつ取り上げ、質疑、答弁を
 繰り返す方法。制限時間45分。
「複 合 方 式」… 質疑事項を全て述べて最初の答弁を求め、再
 質問から一つずつ質疑、答弁を繰り返す方法。
 「持ち時間45分」の時間制限あり。



まちづくり懇談会の様子

　
　

政
評
価
・
事
業
評
価
制

　
　

度
の
本
質
は
行
政
機
関

の
活
動
を
決
め
ら
れ
た
視
点

と
手
法
に
よ
り
評
価
し
、
そ

の
結
果
を
い
か
に
行
政
運
営

に
反
映
さ
せ
る
か
が
重
要
で

あ
る
。

　

評
価
体
制
や
評
価
指
標
な

ど
の
課
題
は
あ
る
が
、
改
善

策
を
検
討
し
、
次
年
度
以
降

の
事
業
計
画
な
ど
に
反
映
す

る
た
め
に
も
必
要
な
制
度
と

考
え
る
が
、
本
町
の
取
り
組

み
は
。

　

答
弁　　

評
価
書
と
い
う
文

書
に
関
わ
ら
ず
、
検
証
・
評

価
を
踏
ま
え
て
次
の
事
業
を

企
画
し
実
施
す
る
こ
と
は
、

行
政
運
営
を
す
る
上
で
、
基

本
的
な
姿
勢
で
あ
り
重
要
な

こ
と
で
す
。

青野議員は、
「複合方式」で質問
しています。

　

本
町
で
は
毎
年
度
、
個
別

の
事
業
シ
ー
ト
で
計
画
と
の

整
合
性
や
内
容
を
点
検
し
、

随
時
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
事
業
別
に
詳
細
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
次
年

度
の
予
算
編
成
に
反
映
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

事
務
事
業
評
価
シ

ス
テ
ム
が
機
能
す
れ
ば
、
客

観
的
な
指
標
を
用
い
て
、
町

民
に
も
わ
か
り
や
す
い
形
で

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

事
務
事
業
の
内
容
と
評
価

結
果
を
公
表
す
る
こ
と
で
行

政
の
透
明
性
が
図
ら
れ
、
町

民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す

こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

　

答
弁　　

本
町
の
規
模
を
考

え
、
評
価
書
の
公
表
の
形
で

は
な
く
、
町
民
と
の
話
し
合

い
を
通
じ
て
、
予
算
へ
の
反

映
・
取
り
組
み
状
況
、
事
業

の
実
施
状
況
を
説
明
し
、
次

年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
た

要
望
を
直
接
聞
き
取
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
対
話
で
は
な
く
会
話
を

し
な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

質
問　　

政
策
は
目
指
す
べ

き
方
向
や
目
的
を
示
す
も
の
、

施
策
は
政
策
を
達
成
す
る
た

め
の
方
策
、
事
務
事
業
は
施

策
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体

的
手
段
で
あ
る
。

　

評
価
シ
ス
テ
ム
が
機
能
す

れ
ば
、
施
策
や
事
業
の
段
階

で
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

議
論
が
成
り
立
つ
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。

　

ま
た
職
員
や
担
当
課
に
よ

る
内
部
評
価
に
と
ど
ま
ら
な

い
、
本
町
に
合
っ
た
評
価
シ

ス
テ
ム
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　　

事
業
を
詳
細
に
説

明
し
、
そ
の
成
果
・
効
果
や

今
後
の
方
策
等
に
つ
い
て
、

よ
り
議
論
を
深
め
な
が
ら
町

民
の
た
め
の
事
業
に
な
る
よ

う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
ま
ち
づ
く
り
に
大

き
な
支
障
を
来
た
し
て
い
る

と
は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

現
在
の
評
価
手
法
を
よ
り
充

実
さ
せ
た
も
の
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【４】

質 問

議
員

答弁

行
政
評
価
・
事
業
評
価
の
取
り
組
み
と
公
表
の
考
え
は

町
民
の
み
な
さ
ん
と
の
会
話
を
通
し
て
進
め
て
い
き
た
い（
町
長
）

　

青
野　

敏

行

　一般質問とは定例議会において、各議員が住民を代表して、
行財政全般にわたり町当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問を晴らし事実関係を明らかにするだけでなく、現
行政策を見直し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。一般質問一般質問



　
　

般
質
問
に
対
し
て
、
町

　
　

長
、
教
育
長
の
答
弁
は

「
検
討
し
ま
す
」「
努
力
し
ま

す
」「
研
究
し
ま
す
」「
関
係

機
関
と
連
絡
し
て
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
」
な
ど
と
結

ん
で
終
わ
る
こ
と
が
少
な
く

な
い
。
そ
の
後
の
経
過
や
結

果
の
報
告
が
な
け
れ
ば
一
般

質
問
者
と
し
て
は
消
化
不
良

の
ま
ま
で
あ
り
、
納
得
の
い

く
も
の
で
は
な
い
。

　

住
民
の
代
表
で
あ
る
議
員

の
質
問
に
対
し
最
後
ま
で
誠

心
誠
意
を
も
っ
て
事
に
あ
た

る
の
が
町
長
、
教
育
長
の
務

め
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の

こ
と
が
町
民
の
信
託
に
応
え

る
こ
と
に
な
り
、
本
町
の
発

展
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。

　

公
開
の
議
場
に
お
け
る
答

中村議員は、
「一問一答方式」で
質問しています。

一般質問の様子

一

弁
は
、
町
長
、
教
育
長
が
議

会
を
通
し
て
町
民
に
約
束
し

た
も
の
で
あ
り
大
変
重
い
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

ど
の
よ
う
に
検
討
し
、
ど
の

よ
う
な
結
論
を
導
き
出
し
た

の
か
。
そ
の
経
過
を
定
例
議

会
に
お
い
て
報
告
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

　

答
弁　

町
長　　

質
問
さ
れ

た
項
目
の
中
で
、「
検
討
す

る
」
や
「
研
究
す
る
」
と
答

弁
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
事
項

に
つ
き
ま
し
て
は
、
担
当
各

課
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
整
理
・

検
討
し
て
、
そ
の
進
捗
状
況

を
上
司
に
報
告
さ
せ
る
と
と

も
に
、
政
策
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

予
算
編
成
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中

で
指
示
や
決
定
を
す
る
と

い
っ
た
進
行
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

適
宜
、
担
当
課
の
方
に
確

認
さ
れ
た
り
、
再
度
一
般
質

問
や
関
連
あ
る
予
算
審
査
な

ど
で
ご
質
問
い
た
だ
く
こ
と

で
、
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

質
問　　

一
般
質
問
は
担
当

課
長
に
答
弁
を
求
め
る
も
の

で
は
決
し
て
な
い
。

　

町
長
、
教
育
長
自
身
が
、

そ
れ
ぞ
れ
責
任
を
持
っ
て
議

場
で
答
え
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
質
問
者
に
と
っ
て
は
そ

の
場
し
の
ぎ
の
答
弁
で
あ
り
、

議
場
で
報
告
す
る
こ
と
が
重

要
で
は
。

　

反
問　

町
長　　

そ
の
場
し

の
ぎ
の
答
弁
を
し
た
と
い
う

事
実
を
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

反
問
へ
の
答
弁　　
（
過
去

の
質
問
か
ら
該
当
す
る
も
の

と
し
て
提
示
）

　

答
弁　

町
長　　

私
た
ち
は

誠
心
誠
意
答
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
全
て
そ
の
場
し
の
ぎ

の
答
弁
と
解
釈
さ
れ
て
い
る

と
し
た
ら
、
残
念
で
す
。

　

質
問　　

定
例
会
冒
頭
の
町

長
の
行
政
報
告
の
中
で
経
過

報
告
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

　

答
弁　

町
長　　

本
会
議
で

一
般
質
問
の
そ
の
後
を
報
告

す
る
と
い
う
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

答
弁　

教
育
長　　

教
育
委

員
会
は
町
長
と
同
じ
考
え
で

す
。

【５】

中
村　

公
憲
議
員

ココを問う！ココを問う！ズバリ!!ズバリ!!

答弁

一
般
質
問
の
答
弁
、そ
の
後
の
対
応
は

本
会
議
で
報
告
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん（
町
長
・
教
育
長
）

質 問



【６】

大石議員は、
「一括質疑方式」で
質問しています。

一 般 質 問

交通安全教室

質 問

答弁

自
転
車
利
用
者
の
自
転
車
保
険
加
入
促
進
を

民
間
保
険
加
入
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る（
町
長
）

答弁

横
浜
ゴ
ム
テ
ス
ト
コ
ー
ス
跡
地
の
利
活
用
は

有
効
活
用
に
向
け
た
検
討
状
況
を
確
認
し
て
い
く（
町
長
）

　

大
石　

隆
議
員

　
　

供
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

　
　

広
い
世
代
が
利
用
す
る

自
転
車
。
し
か
し
近
年
は
、

自
転
車
に
関
す
る
事
故
リ
ス

ク
が
社
会
的
に
問
題
視
さ
れ

て
お
り
、
歩
行
者
に
ケ
ガ
を

さ
せ
た
原
因
が
自
転
車
側
に

あ
る
と
し
て
高
額
な
賠
償
を

命
ず
る
判
決
が
相
次
い
で
い

る
。

　

一
部
自
治
体
で
は
、
自
転

車
保
険
の
加
入
義
務
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
安
全
運
転

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
事
故
を

起
こ
し
て
し
ま
っ
た
時
の
備

え
と
し
て
自
転
車
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
る
。
本
町
で
も
安

い
掛
金
で
加
入
で
き
、
高
額

な
賠
償
に
対
応
で
き
る
自
転

車
保
険
を
創
設
し
て
は
。

子

横

　

答
弁　　

兵
庫
県
や
大
阪
府

な
ど
一
部
の
自
治
体
で
は
、

自
転
車
保
険
の
加
入
を
義
務

付
け
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
本
町
で
は
、
昨
年
単

独
の
事
故
が
あ
っ
た
も
の
の

自
転
車
の
マ
ナ
ー
は
良
く
、

第
三
者
へ
の
被
害
は
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
個
人
賠
償

責
任
保
険
や
子
供
保
険
等
で

す
で
に
対
応
さ
れ
て
い
る
方

も
い
る
の
で
、
自
転
車
保
険

の
加
入
促
進
の
た
め
の
義
務

化
ま
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
多
大
な
賠
償
責
任

の
例
も
あ
り
ま
す
。
交
通
安

全
協
会
等
を
通
じ
て
民
間
の

保
険
加
入
の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め

ま
す
が
、
個
々
の
責
任
で
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

浜
ゴ
ム
は
２
０
１
６
年

　
　

１
月
20
日
に
旭
川
市
に

完
成
し
た
「
北
海
道
タ
イ
ヤ

テ
ス
ト
コ
ー
ス
」
で
開
所
式

を
行
っ
た
。
敷
地
面
積
は
東

京
ド
ー
ム
の
19
倍
に
当
た
る

９
０
万
６
４
６
２
㎡
で
、
鷹

栖
町
の
冬
季
タ
イ
ヤ
テ
ス
ト

コ
ー
ス
の
約
４
倍
の
広
さ
で

様
々
な
路
面
状
況
に
対
応
し

て
お
り
、
通
年
で
活
用
す
る

計
画
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

旭
川
市
で
の
テ
ス
ト
コ
ー

ス
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
が
、

鷹
栖
の
跡
地
に
つ
い
て
は
方

向
性
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

ど
の
よ
う
に
利
活
用
さ
れ
る

の
か
。

　

答
弁　　

昨
年
７
月
に
テ
ス

ト
コ
ー
ス
を
管
理
す
る
神
奈

川
県
の
平
塚
製
造
所
を
訪
問

し
、
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、

面
積
も
大
き
く
有
効
活
用
で

き
る
事
業
所
等
や
そ
の
他
活

用
方
法
も
含
め
、
検
討
し

た
い
と
い
う
意
向
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
イ
ヤ
の
テ
ス
ト

コ
ー
ス
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
る
の
で
、
関
連
し
た
企
業

で
の
利
活
用
の
提
案
を
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
末
に
も
検
討
状
況
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
後
も
定
期
的
に
確

認
を
し
て
い
き
ま
す
。



一 般 質 問

　
　

栖
の
町
史
編
纂
事
業
は

　
　

近
隣
と
比
べ
て
も
誇
れ

る
実
績
が
あ
る
が
、
平
成
３

年
の
第
２
巻
以
降
25
年
間
、

後
継
が
途
絶
え
て
い
る
。
郷

土
の
歴
史
は
大
切
で
あ
り
、

第
３
巻
の
発
刊
が
期
待
さ
れ

る
が
考
え
は
。

　

答
弁　

町
長　　

平
成
31
年

に
町
制
施
行
50
周
年
の
記
念

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ

の
中
で
町
史
編
纂
も
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

資
料
収
集
な
ど
の

準
備
の
状
況
は
。

　

答
弁　

町
長　　

ま
だ
踏
み

込
ん
だ
内
容
の
協
議
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
第
２
巻
以

降
の
歴
史
を
ま
と
め
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

片山議員は、
「複合方式」で質問
しています。

鷹

　

質
問　　

町
の
歴
史
や
文
化

を
次
の
世
代
に
継
承
す
る
た

め
、
町
の
主
導
的
な
関
与
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　

町
長　　

そ
れ
ら
も

含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

町
史
は
何
年
ご
と

に
発
刊
す
る
の
が
よ
い
と
考

え
て
い
る
か
。
定
期
的
に
発

刊
す
る
場
合
、
そ
れ
を
条
例

で
設
定
す
る
考
え
は
。

　

答
弁　

町
長　　

編
纂
に
は

町
民
の
方
に
も
協
力
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
お
話
し
を
聞
き

な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

　

条
例
制
定
の
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
資
料
の
保
管
な

ど
は
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　

質
問　　

欧
米
の
博
物
館
は

収
納
・
展
示
だ
け
で
な
く
、

積
極
的
に
社
会
教
育
全
般
の

普
及
に
関
わ
っ
て
い
る
。
郷

土
資
料
館
を
そ
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
け
な
い
か
。

　

答
弁　

教
育
長　　

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
生
き

た
文
化
は
伝
わ
っ
て
い
く
と

考
え
ま
す
。
文
化
審
議
会
を

中
心
に
協
議
を
行
い
、
資
料

の
保
管
活
用
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

民
俗
学
や
博
物
学

に
関
わ
る
も
の
は
成
果
や
価

値
が
見
え
に
く
い
が
、
い
っ

た
ん
失
う
と
取
り
返
し
が
つ

か
な
い
。
古
老
の
聞
き
取
り

を
記
録
す
る
こ
と
も
考
え
て

い
け
な
い
か
。

　

答
弁　

教
育
長　
「
新
郷
土

た
か
す
」
や
「
オ
サ
ラ
ッ
ペ

慕
情
」
編
集
時
に
体
験
談
な

ど
を
録
音
・
録
画
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
色
々
な
場
面
で

記
録
を
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

質
問　　

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

た
資
料
を
ネ
ッ
ト
上
で
公
開

し
、
町
外
の
方
々
に
も
鷹
栖

町
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

教
育
長　　

郷
土
資

料
館
で
は
資
料
の
整
理
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
公

表
・
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

【７】

片
山　

兵
衛
議
員

質 問

答弁

郷
土
資
料
館
の
積
極
的
な
活
用
を

文
化
審
議
会
を
中
心
に
協
議
し
て
い
く（
教
育
長
）

答弁

町
史
第
３
巻
発
刊
の
考
え
は

町
制
施
行
50
周
年
に
合
わ
せ
編
纂
を
実
施
す
る（
町
長
）

鷹栖町郷土資料館



　
　

長
は
初
当
選
以
来
、
町

　
　

民
と
の
対
話
と
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
奮
闘
し

て
き
た
が
、
公
約
の
達
成
度

に
つ
い
て
自
己
評
価
は
。

　

答
弁　　

子
供
の
医
療
費
無

料
化
・
認
定
こ
ど
も
園
設
立

へ
の
支
援
、
小
中
学
校
で
の

教
育
の
充
実
、
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
住
宅
の
建
設
費
支

援
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
、
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ

産
業
基
盤
も
し
っ
か
り
と
固

め
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

人
口
が
緩
や
か
に

減
少
す
る
中
、
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
の
施
策
は
。

　

答
弁　　

移
住
促
進
に
取
り

組
み
つ
つ
も
、
こ
れ
ま
で
の

町

実
績
と
鷹
栖
町
の
良
さ
を
生

か
し
た
背
伸
び
を
し
な
い
安

定
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
よ
う
に
事
業
計
画
を
し
て

い
ま
す
。

　

旭
川
市
の
大
き
な
医
療
機

関
や
教
育
機
関
な
ど
を
活
用

し
つ
つ
、
農
業
を
核
と
し
て
、

小
さ
な
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
小
回
り
の
効
い
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、

大
き
な
魅
力
を
発
信
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

よ
る
交
流
人
口
は
増
加
し
て

い
る
が
、
移
住
定
住
に
結
び

付
け
る
た
め
、
現
行
の
施
策

を
拡
充
す
る
考
え
は
。
ま
た

地
域
商
工
業
者
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
た
め
の
考
え
は
。

　

答
弁　　

各
種
イ
ベ
ン
ト
に

お
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、

移
住
定
住
促
進
に
関
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
置
す
る
な

ど
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
販
売
活

動
推
進
事
業
や
新
規
開
業
等

支
援
事
業
を
拡
充
し
、
町
内

商
工
業
者
の
支
援
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

質
問　　

町
長
が
唱
え
る

「
ゆ
と
り
農
育
」
と
は
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

　

答
弁　　

農
業
者
が
少
し
先

を
見
据
え
て
ゆ
と
り
を
持
っ

て
経
営
で
き
る
よ
う
に
事
業

を
進
め
た
い
と
の
思
い
を
表

現
し
た
も
の
で
す
。

　

質
問　　

町
民
に
と
っ
て
本

当
に
住
み
よ
い
町
に
す
る
た

め
の
方
策
は
。

　

答
弁　　

国
の
政
策
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

町
民
が
一
生
涯
に
わ
た
り
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

次
期
町
長
選
挙
に

立
候
補
す
る
決
意
は
。

　

答
弁　　

こ
の
４
年
間
の
成

果
を
生
か
し
、
再
度
町
長
の

仕
事
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
町
民
の
皆
様
と
共
に

歩
む
着
実
な
ま
ち
づ
く
り
に

邁
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

【８】

質 問

答弁

次
期
町
長
選
挙
へ
の
決
意
は

４
年
間
の
成
果
を
生
か
し
、再
度
町
長
と
し
て
邁
進
し
た
い（
町
長
）

木
下　

忠
行
議
員

一 般 質 問

木下議員は、
「一括方式」で質問して
います。

答弁する谷町長



議会のうごき 2016.5.1 ～ 2016.7.31

鷹栖町消防団第５分団

に配備する消防自動車

を購入します。

【９】

５月
 ２日 広報広聴常任委員会
24日 鷹栖高校存続を求める要望活動 (札幌市)
27日 総務文教常任委員会 （第２回臨時会について）
  第２回議会臨時会
  議員協議会 (鷹栖地区住民センター改築事業について他)
30日 全国町村議会議長･副議長研修会 ( ～ 31日　東京都)
６月
 ２日　経済福祉常任委員会 （第２回定例会について）
 ３日　総務文教常任委員会 （第２回定例会について）
 ６日　議会運営委員会 (第２回定例会の案件や意見書に　
   ついて協議し、会期などを決定)
14日 第２回議会定例会 ( ～ 15日)
  広報広聴常任委員会
15日 議員協議会 （北野高齢者住宅建設事業について他）
27日 議会運営委員会所管事務調査
   ( ～ 28日　浦幌町・足寄町)
７月
 １日 広報広聴常任委員会
 ５日 全道町村議会議員研修会 (札幌市)
 ６日 経済福祉常任委員会町内所管事務調査
 ７日 総務文教常任委員会町内所管事務調査 
14日 広報広聴常任委員会 
22日 広報広聴常任委員会
  議会活性化委員会

6/27～28　議会運営委員会所管事務調査
（浦幌町、足寄町）

7/5　全道町村議会議員研修会
（札幌コンベンションセンター）

7/6　経済福祉常任委員会町内所管事務調査
7/7　総務文教常任委員会町内所管事務調査

第２回臨時会
５月27日に開催された臨時会において、条例と一般会計補
正予算、契約、特別功労者の選考同意について審議し、全
会一致で原案のとおり可決しました。

■専決処分の承認…議会召集する時間的余裕が無いため、長において処分した後、議会に報告し承認を求めるもの
　【一般会計補正予算の専決処分】　国からの交付金等の額の確定に伴い財源の振替が行なわれました。
■条　　例
　【鷹栖町国民健康保険税条例の一部を改正する条例】　
■補正予算
　【一般会計】民間賃貸住宅の建設へ助成するため、1200万円を追加しました。
■契　　約
　【そよかぜ団地Ｃ・Ｄ棟建替工事（本体）】　契約金額　　1億1545万円　
　　相手方　　高・山元特定建設工事共同企業体
　【小型動力ポンプ付積載車購入】　契約金額　　1793万円
　　相手方　　(株)　北海道モリタ
■報　　告
　【常任委員会委員長並びに副委員長の異動】議員辞職に伴う委員長及び副委員長の選任です。
　　○総務文教常任委員会（４月25日付）　　　　○議会広報広聴常任委員会（５月２日付）
　　　委 員 長　　大　石　　　隆　　　　　　　　委 員 長　　片　山　兵　衛
　　　副委員長　　舟　根　輝　好　　　　　　　　副委員長　　中　家　　　彰

○経済福祉常任委員会視察場所（行程順）
　北野地区国営農地再編整備 14線8号付近 → パレットヒルズ → エゾ鹿忌避用電気柵 → 旧ロッキーランド →
　廃棄物処理場（PCB保管） → 胡瓜の養液栽培 → 子育て支援相談室 → サンホールはぴねす廃油ボイラー
○総務文教常任委員会視察場所（行程順）
　鷹栖地区公民館図書室（図書システム等） → パレットヒルズ → 最終処分場（第２期） → 移住体験住宅 →
　北斗地区住民センタートイレ改修 → 総合グラウンドナイター照明改修 → 鷹栖小学校床壁改修

～議会の活性化と休日議会への取り組み～
浦幌町、足寄町は十勝地方の東に位置し、基幹産業
は農業・畜産・林業等である。人口は浦幌町5070人、
足寄町7120人ほどで、早くから取り組んでいる日
曜議会・ナイター議会について調査した。
●委員会所見…議会・議員としての責務を果たす事、
町政に参画する意欲を高めるためにも、日曜・ナイ
ター議会・議会インターネット配信等、議会改革・
活性化に向けての参考にしたい。

　『元スーパー公務員』の高野誠鮮氏の、ひと・ま
ちを動かすうえでの、リーダーの言動力・行動力・
実行力の重要性についての講話。
　東京新聞・中日新聞論説副主幹の長谷川幸洋氏の
外交における日本の立ち位置、米国・中国との関係
を含めテロ対策安保・防衛の考え方、英国のＥＵ離
脱の影響等の講話。
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今回の一般質問議員数は○名。

今年度の新入消防団員数は○名。

今回の定例会は○月開催。

《応募方法》
クイズの答え・住所･氏名･年齢をお書きのうえ、
郵送、FAX、Eメールでご応募ください。
孔雀草を読んだ感想や、議会へのご意見等も
お書き添えいただければ幸いです。
全問正解者の中から抽選で３名の方に商品券
1,000円分をお送りします。(当選者の発表は発
送をもって代えさせていただきます。)前回は
３名の方にご応募いただきました。ありがとう
ございました。
《あて先》
　〒071-1292
　鷹栖町南１条３丁目　議会事務局 宛
　FAX 0166-87-2196　
　　　gikai@town.takasu.hokkaido.jp
《しめきり》
　平成28年８月31日 消印有効

【個人情報の取り扱いについて】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご記入いただきました個人情報は、賞品発送とそれにかかる業務のみに利用します。

くじゃくそ うくじゃくそ う ク イズク イズ

○に当てはまる言葉を入れてください。
次の問題に答えよう

ヒント
この議会だより「孔雀草」の中に答えがあるので、探してみてね。

１．問

２．問

３．問

鷹
栖
町
議
会

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら

〒071-1292

北
海
道
上
川
郡
鷹
栖
町
南
１
条
３
丁
目
５
番
１
号

TEL 0166-87-2111
FAX 0166-87-2196

　
　

gikai@
tow
n.takasu.hokkaido.jp

■　わたしの一言　■
「あったかす」

「農業と天気」

平林　悠 さん
（中央地区）

松平　和子さん
（14区町内会）

　低温不順、６月の低温や長雨で生
育に大きな影響が出ています。『地
震・雷・火事・おやじ』世の中で怖
いものを順番に並べてみました。怖
いおやじは、もう死語かもしれません。
　天変地異で恐ろしいものは数多い
けれど、台風・竜巻・大雨などなど
『災害は、忘れないうちにやってくる』
が、今日この頃となりました。
　田植えが終わり、見渡す緑の風景
がとても美しい、この季節が一番好
きです。

　毎日当たり前のように食べている
米・新鮮な野菜、安心安全な食べ物
にありがたいことだとつくづく感謝で
す。
　農業就業人口が200万人を割り、
高齢者の離農が加速し、担い手不足
が年々深刻化になってきました。
　子どもたちに夢のある農業、将来
の職業を選ぶとき、『農業』と言える
時代になってほしいと願いつつ、今
年も豊穣の秋を迎えられるよう天の
与えにお祈りいたします。

　４月より鷹栖町に移住致しました
平林と申します。以前は、私も家内
も愛知県にて製薬会社で医療用医薬
品の営業をしておりました。
　なぜ移住先が鷹栖町か？それはも
ちろんコメ作りの師匠である由良家
との出会いです！美味しいお米を作っ
ていて、且つ“あったかす”な人☆お
前が一人前になれなかったら俺の一
生の恥だ！！とまでおっしゃって頂いて
おりますので、ついて行かない訳に
はいきませんでした(^^)
　移住して３か月程ですが、師匠一
家はもとより多くの方々にお世話に
なっており、毎日楽しく生活させてい
ただいております。そんな“あったか
す”な人で溢れている鷹栖町が大好

きです。
　美味しい鷹栖のお米を通じて、
もっともっと鷹栖町の名を日本全国
に広めていきたい。と同時に、農業
の魅力を世に発信し、私と同様に
“あったかす”への移住者が増え、更
に活気のある町づくりに少しでも貢
献出来ればと考えております。
　毎月２，３組内地から友人が遊び
に来ており、農業体験と美味しいお
米をたらふく食べてもらっております。
鷹栖の魅力を伝えるために何か良い
アイディア等ございましたら教えてく
ださい。
　今後とも平林家（悠・純子・汰郎
３歳♂・花純１歳♀）を宜しくお願
い申し上げます。
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